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（
号
外
そ
の
一
） 

 

 

 

第
六
十
二
回
全
沖
縄
青
少
年
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル「
読
書
感
想
文
の
部
」に
つ
い
て 

     

Ａ
：
課
題
図
書 

             

『
銀
河
の
図
書
室
』 
名
取
佐
和
子 

著 

       

『
夜
の
日
記
』 

ヴ
ィ
ー
ラ
・
ヒ
ラ
ナ
ン
ダ
ニ
著
・
山
田
文
訳
・
金
原
瑞
人
選 

       

『
「
コ
ー
ダ
」の
ぼ
く
が
見
る
世
界:
聴
こ
え
な
い
親
の
も
と
に
生
ま
れ
て
』 

五
十
嵐
大 

著   

Ｂ
：
自
由
図
書（
課
題
図
書
以
外
の
本
） 

◎
Ａ
か
Ｂ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
書
く
こ
と
。 

      

字
数
・・・・・・
一
七
〇
〇
字
～
二
〇
〇
〇
字
以
内（
所
定
の
原
稿
用
紙
に
書
く
） 

      

注
意
・・・・・・ 

※ 

対
象
図
書
及
び
応
募
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
作
品
に
限
る
。 

※ 

教
科
書
・
副
読
本
、読
書
会
用
テ
キ
ス
ト
類
、電
子
書
籍
の
み
の
出
版
本
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
、雑
誌（
別

冊
付
録
を
含
む
。）及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
対
象
と
し
な
い
。 

      

注
意
・・・・・・
応
募
作
品
に
は
必
ず
タ
イ
ト
ル
が
必
要
で
す
。「
○
○
を
読
ん
で
」で
は
な
く
、 

内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
独
創
的
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

   

     ◎
全
体
の
確
認
事
項 

感
想
文
を
書
く
前
に
次
の
点
に
つ
い
て
注
意
・
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。 

１ 

障
害
者
差
別
、民
族
差
別
、女
性
差
別
、部
落
差
別
等
に
繋
が
る
恐
れ
の
あ
る
考
え
方
や
表
現
を
含
み
、 

人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
大
い
に
問
題
の
あ
る
作
品
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

２ 

文
章
表
現
は
優
れ
て
い
る
が
、対
象
図
書
等
と
直
接
関
わ
り
の
無
い
こ
と
を
書
き
連
ね
て
い
る
も
の
。 

３ 

図
書
の
あ
ら
す
じ
だ
け
を
記
し
た
も
の
。 

４ 

引
用
符
な
し
に
他
人
の
文
章
を
長
々
と
書
い
て
い
る
も
の
。 

５ 

「
盗
作
」と
断
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
。 

６ 

未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
り
ま
す
。Ａ
Ｉ
の
自
動
生
成
に
よ
る
文
章
を
禁
止
し
ま
す
。 


